
















約15年前にBergerらにより提唱されたIgA腎症は慢性に経過する腎炎群の中で,今や一つ

の clinicopathological entity としてほぼ認められてきている。特にわが国における本症

の頻度は高く,小児腎疾患の中でも極めて重要な位置を占めてきている。それにも拘らず,

本症の成因は不詳であり,小児におけるまとまった報告は少なく,その natural history や

予後など不明な点も多い。さらに,比較的重症例に対する治療を如何にすべきかは暗中模索

といった状況にある。その意味で,私どものささやかな経験を概括することも多少の意義は

あるものと思われる。 


